





Development of the Outcome Expectancy Scale for Physical Exercise:
the Relationship between Outcome Expectancy and Amount of Physical Activity

































































































































（goodness of fit index），AGFI（adjusted GFI），
CFI（comparative fit index），RMSEA（root mean 
square error of approximation）を用いた。本研究

















































































各指標は，GFI ＝0.976，AGFI ＝0.960，CFI ＝0.951，







私が，定期的に運動すると，友人・恋人・家族と過ごす時間が少なくなるだろう .691 .018 .477
私が，定期的に運動すると，運動以外のことに費やす時間が少なくなるだろう .672 .041 .452
私が，定期的に運動すると，アルバイトに支障をきたすだろう .596 .016 .355
私が，定期的に運動すると，学業に支障をきたすだろう .549 − .060 .307
私が，定期的に運動すると，私の経済状況は悪くなるだろう .494 − .030 .246
私が，定期的に運動すると，イライラしなくなるだろう .036 .699 .489
私が，定期的に運動すると，気分がよくなるだろう − .110 .640 .426
私が，定期的に運動すると，よく眠ることができるだろう .064 .574 .331
私が，定期的に運動すると，自分の身体に自信を持てるようになるだろう .026 .561 .314
私が，定期的に運動すると，体重を気にしなくなるだろう − .035 .457 .211
累積寄与率（％） 18.816 36.080
因子間相関 F1 F2







































GFI = 0.976 AGFI = 0.960 
CFI = 0.951 RMSEA = 0.052 
 
NOE negative outcome expectancy 






















































平均値 SD 最小値 最大値
NOE 13.30  3.85 5  25
POE 18.02  3.57 5  25
結果予期得点  4.72  5.34 −20  20
Kasari の身体活動量 14.89 19.89 0 100






































較を行った。分析には，IBM SPSS Statistics 20.0，

















（Table 5）。Kruskal-Wallis の 一 元 配 置 分 散 分 析
ANOVA 検定の結果，運動に対する結果予期尺度
から算出された結果予期得点は各運動ステージに有




























































































N 平均値 中央値 SD 分散 範囲 最小値 最大値
前熟考期 702 0.04 0.00 4.78 22.88 34.00 −20.00 14.00
熟考期　 712 3.90 4.00 4.88 23.81 31.00 −13.00 18.00
準備期　 557 4.80 4.00 5.17 26.77 32.00 −12.00 20.00
実行期　 193 6.39 6.00 5.07 25.66 27.00  −9.00 18.00
維持期　 636 6.19 6.00 5.29 27.96 32.00 −12.00 20.00
Table 6．多重比較の結果
　運動ステージ 検定統計量 標準誤差 Std. 検定統計 調整済み有意確率
前熟考期−熟考期 −585.627 42.884 −13.656 ＊＊＊
前熟考期−準備期 −710.003 45.750 −15.519 ＊＊＊
前熟考期−実行期 −946.134 65.530 −14.438 ＊＊＊
前熟考期−維持期 −906.086 44.138 −20.529 ＊＊＊
熟考期−準備期 −124.376 45.608  −2.727 †
熟考期−実行期 −360.507 65.431  −5.510 ＊＊＊
熟考期−維持期 −320.459 43.990  −7.285 ＊＊＊
準備期−実行期 −236.131 67.345  −3.506 ＊＊＊
準備期−維持期 −196.084 46.789  −4.191 ＊＊
















９） Bandura, A.（1997）Self-efficacy: The exercise of 
control.  New York: Worth Publishers
10） 福永哲夫（2011）「筋とその老化」『バイオインダスト
リー』，28（1），47−52．
11） Hallal, P. C., Victora, C. G., Azevedo, M. R., and Wells, 
J. C.（2006）“Adolescent physical activity and health: 











15） Kasari, D.（1976）“The effects of exercise and fitness 
on serum lipids in college women.”Unpublished 
master’s thesis, University of Montana. In Sharkey, B. 
J.（Ed.）（1990）Physiology of Fitness （Third 









































４） Anderson, E. S., Wojcik, J. R., Winett, R. A., and 
Williams, D. M. （2006）“Social-cognitive determinants 
of physical activity: the influence of social support, 
self-efficacy, outcome expectations, and self-regulation 









19） Lippke, S., Ziegelmann, J. P., and Schwarzer, R.（2005）
“Stage-specific adoption and maintenance of physical 




21） Oka, K., Takenaka, K., and Miyazaki, Y.（2000）
“Assessing the stages of change for exercise behavior 
among young adults: The relationship with self-





23） Prochaska, J. O., and DiClemente, C. C.（1983）“Stages 
and process of self-change of smoking: Toward an 
integrative model of change.”Journal of consulting 
and Clinical Psychology，51（3）：390−395.
24） Renner, B. and Schwarzer, R.（2007）“Risk and 
Health Behaviors.”（2012年２月７日取得）http://www.
gesundheitsrisiko.de/docs/RACKEnglish.pdf




26） Williams, Anderson & Winett（2005）．“A review of 
the outcome expectancy construct in physical activity 














１．友人・恋人・家族と過ごす時間が少なくなるだろう 1 2 3 4 5
２．イライラしなくなるだろう 1 2 3 4 5
３．運動以外のことに費やす時間が少なくなるだろう 1 2 3 4 5
４．気分がよくなるだろう 1 2 3 4 5
５．アルバイトに支障をきたすだろう※ 1 2 3 4 5
６．よく眠ることができるだろう 1 2 3 4 5
７．学業に支障をきたすだろう 1 2 3 4 5
８．自分の身体に自信を持てるようになるだろう 1 2 3 4 5
９．私の経済状況は悪くなるだろう 1 2 3 4 5
10．体重を気にしなくなるだろう 1 2 3 4 5
※一般成人を対象とする場合，「仕事（アルバイトも含む）に支障をきたすだろう」に置き換える。
スコアリング：各因子の得点の算出は，選択肢番号を合計して，各因子の得点とします。
　　　　　　　結果予期得点の算出は，POE から NOE の得点を除して求めます。
　　　　　　　得点が高い方が，NOE・POE を強く認知していることを示します。
【Negative Outcome Expectancy：NOE】
　定期的に運動することに対してネガティブな結果を予期することを意味する。
　NOE の項目は，１，３，５，７，９である。
【Positive Outcome Expectancy：POE】
　定期的に運動することに対してポジティブな結果を予期することを意味する。
　POE の項目は，２，４，６，８，10である。
※ 研究・教育で使用される場合には，事前に使用許可のご連絡は必要としません。本尺度の引用元となる本論文を引用文
献に明記して頂ければ，自由にご使用頂いて結構です。商用を目的とした使用の場合はご相談下さい。
